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御
ご

領
り ょ う

山
や ま

（京都・北白川）
大文字山一帯に残された御領山境界標石の探索

竹内康之

御領山境界標石

図 1　北白川本領之圖

美しい広葉樹林
（石部谷）

白い川床がつづく
白川支流の流れ
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「
北
白
川
本
領
之
圖
」

　描
か
れ
た
時
代
を
は
じ
め
、
詳
細
は
不
明
な
が
ら
明
治
時
代
以

前
の
北
白
川
（
京
都
市
左
京
区
）
の
山
域
を
主
に
伝
え
る
貴
重
な

絵
図
で
あ
る
。
た
だ
、
前
頁
図
（
図
１
）
は
原
本
で
な
く
、
大
正

七
（
一
九
一
八
）
年
四
月
に
完
成
し
た
模
写（
１
）で
、
勝
し
ょ
う

軍ぐ
ん

地
蔵
（
現
在
、

勝
軍
地
蔵
尊
は
禅
法
寺
に
安
置
）
に
居
住
し
た
画
家
＝
森も
り

（
黙も
く
ほ
う凰
）

吐と

月げ
つ

氏
（
竹た
け
う
ち内
栖せ
い
ほ
う鳳
先
生
の
門
下
生
）
に
よ
る
仕
事
だ
。

　こ
の
年
は
、
そ
れ
ま
で
愛お
た
ぎ宕

郡
に
属
し
て
い
た
白
川
村
が
京
都
市

（
上
京
区
）
へ
編
入
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り
、
行
政
手
続
き
を

進
め
る
う
え
で
村
役
場
に
保
存
さ
れ
て
い
た
文
書
と
一
緒
に
原
図
が

市
へ
提
出
さ
れ
た
（
の
ち
、
管
理
が
ず
さ
ん
で
所
在
不
明
の
ま
ま
現

在
に
至
る
）。

　そ
の
際
、
地
域
を
記
す
歴
史
的
な
絵
図
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い

た
西
村
和
一
郎
氏
（
同
村
在
住
）
が
市
と
交
渉
し
、
模
写
を
認
め
ら

れ
た
ら
し
い
。
時
間
的
制
約
が
あ
る
な
か
で
、
大
事
な
部
分
を
中
心

に
四
〇
日
ほ
ど
で
仕
上
げ
た
と
さ
れ
る
。
作
業
担
当
者
と
し
て
の
思

い
や
意
義
を
余
白
に
書
き
記
し
、
サ
イ
ン
と
落
款
が
押
さ
れ
て
い
る
。

　絵
図
を
見
る
と
、
左
（
西
）
は
瓜う
り
ゅ
う生
山
勝
軍
や
茶
山
（
茶ち
ゃ

屋や

山
＝

白
川
領
）
か
ら
、
右
（
東
）
は
池
ノ
地
蔵
（
池
ノ
谷
地
蔵
）
ま
で
。

上
（
北
）
は
地じ

獄ご
く

谷
や
一
乗
寺
と
接
す
る
尾
根
（
一
乗
寺
山
）
か
ら
、

な
り
の
割
合
で
符
合
す
る
た
め
、
江
戸
時
代
後
期
か
ら
明
治
時
代
の

様
子
を
反
映
し
て
い
る
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

　「白
川
村
志
」
掲
載
の
地
名
と
共
通
の
名
称
（
細
別
小
字
）

・
瓜
生
山
＝
山
田
・
名な

無な
し

谷

・
清き
よ
ざ
わ沢

口
＝
尻し
り
た
か高

・
七
廻
リ
・
望
キ
谷
・
水
み
ず
の

洞と
う
い
ん院

・
黒
岩

・
地
蔵
谷
＝
具ぐ
そ
く
ぬ
ぎ足

谷
・
盲
め
く
ら

谷
・
不ふ

動ど
う
の

谷
・
地
蔵
谷
・
天
狗

原
・
境
ヶ
谷

・
岩

　阪
＝
地
獄
谷
・
猪
ノ
鼻

・
南
ヶ
原
＝
石い
し

部ぶ

谷
・
櫻
さ
く
ら
の

谷
・
長
尾
・
阪
ヶ
原
・
古
別
當
・

牛
石
谷
・
梅う
め
の
き木

谷
・
龜か
め
の
こ
う甲・

花
ヶ
谷
・
雲
ヶ
池

・
中

　山
＝
苔
ヶ
谷
・
玉
子
谷
・
佛
ヶ
平
・
向
む
か
い

ヶが

谷
・
池
ノ

谷
・
二
股
谷
・
風
呂
谷
・
鉢
伏
・
袖
尾
・
持
越
・
崩
谷
・

小
ヶ
尾
・
猿
戸
谷
・
中
ヶ
谷
・
暮
ヶ
谷
・
口
原
ヶ
谷
・
一
番

目
ヶ
谷
・
仕し

殺こ
ろ

ヶが

谷
・
深
谷

　ま
た
、
現
存
の
地
名
と
照
合
で
き
る
も
の
も
い
く
つ
か
認
め
ら
れ
る
。

　
照
高
院
と
「
北
白
川
の
御
殿
」

　桃
山
時
代
（
文
禄
年
間
）
に
天
台
僧
＝
道ど
う

澄ち
ょ
うが
開
基
し
た
照
高
院

は
、
豊
臣
秀
吉
に
よ
っ
て
東
山
妙
法
院
に
建
立
さ
れ
た
が
、
徳
川
家

下
（
南
）
は
鹿し
し

ヶが

谷
・
浄
土
寺
（
浄
土
寺
山
）・
岡
崎
（
岡
崎
山
）

の
境
界
ま
で
が
描
か
れ
る
。

　こ
の
範
囲
を
概
観
す
る
と
、
無む
ど
う
じ

動
寺
川
（
白
川
支
流
）
下
流
か
ら

大
文
字
山
北
面
の
自
然
度
が
高
い
樹
林
の
存
在
に
気
づ
く
。
比
叡
山

風
致
地
区
・
東
山
風
致
地
区
と
歴
史
的
風
土
保
存
区
域
に
指
定
さ
れ

て
い
る
と
は
い
え
、
往
時
の
環
境
が
今
の
世
へ
引
き
継
が
れ
て
い
る

こ
と
に
感
銘
を
受
け
る
。
多
く
の
巨
樹
が
繁
る
景
観
は
、
都
市
近
郊

に
あ
っ
て
特
筆
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。

　な
か
で
も
、
山
林
・
渓
谷
が
重
要
な
要
素
と
な
る
と
く
に
優
れ
た

自
然
景
観
の
第
１
種
地
域
が
ほ
と
ん
ど
を
占
め
、
一
部
に
第
２
種

（
池
沼
・
田
園
が
重
要
な
要
素
と
な
る
優
れ
た
自
然
景
観
）
と
第
３

種
（
趣
の
あ
る
建
物
等
が
重
要
な
要
素
と
な
る
優
れ
た
自
然
景
観
）

の
地
域
が
隣
接
す
る
。

　図
中
に
は
地
名
が
数
多
く
記
さ
れ
、
池
や
田
畑
と
と
も
に
山
中

で
の
暮
ら
し
が
営
ま
れ
て
い
た
様
子
も
う
か
が
わ
れ
る
。
享
保
六

（
一
七
二
一
）
年
の
『
白
川
地
志（
１
）
』
に
よ
れ
ば
、
戸
数
二
〇
八
軒
。

借
家
一
八
軒
。
人
口
一
〇
二
五
人
と
あ
る
（
照
し
ょ
う

高こ
う
い
ん院
坊
官
＝
岩
波
佐

悦
に
よ
る
）。
注
目
す
べ
き
は
谷
や
尾
根
の
大
半
に
道
が
存
在
す
る

こ
と
で
、
張
り
巡
ら
さ
れ
た
往
来
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
よ
く
管
理
さ

れ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。
明
治
四
四
（
一
九
一
一
）
年
発
行
の
『
旧

京
都
府
愛
宕
郡
村
志（
２
）』

の
「
白
川
村
志
」
に
載
っ
て
い
る
地
名
と
か

康
に
よ
る
方
広
寺
（
大
仏
・
大
仏
殿
）
の
鐘
銘
事
件
〔
慶
長
一
九

（
一
六
一
四
）
年
〕
に
関
連
し
て
廃
絶
し
た
。
鐘
に
刻
ま
れ
た
「
国

家
安
康
」（
国
が
や
す
ら
か
で
あ
る
）・「
君
臣
豊
楽
」（
み
ん
な
が
豊

か
で
た
の
し
く
）
の
文
字
に
言
い
が
か
り
を
つ
け
、
豊
臣
家
を
滅
ぼ

す
こ
と
が
真
意
だ
っ
た
ら
し
い
。
家
康
の
間
に
一
文
字
が
入
っ
て
い

る
と
い
う
理
由
な
ど
は
、
牽
強
付
会
も
は
な
は
だ
し
い
。

　元
和
五
（
一
六
一
九
）
年
に
、
興こ
う

意い

法
親
王
（
二
代
）
が
第
二
代

将
軍
＝
徳
川
秀
忠
に
願
い
出
て
、
丸
山
付
近
（
外と

山や
ま

町
）
に
再
興
し

た
の
が
北
白
川
と
の
関
わ
り
の
始
ま
り
で
あ
る
。
伏
見
城
の
唐
門
や

総
門
の
ほ
か
、
二
ノ
丸
の
松ま
つ
ま
る丸

殿
を
移
築
し
て
「
雪ゆ
き
の
わ輪

殿
」
と
称
し

た
。　そ

の
後
は
聖
し
ょ
う

護ご

院い
ん

門
主
の
退
隠
所
と
な
っ
た
も
の
の
、
道ど
う

周し
ゅ
う

法

親
王
（
三
代
）・
道ど
う

晃こ
う

法
親
王
（
四
代
）・
導ど
う

尊そ
ん

法
親
王
（
五
代
）・

忠ち
ゅ
う

誉よ

法
親
王
（
六
代
）
以
降
は
未
居
住
に
な
る
。

　白
川
村
の
領
主
は
聖
護
院
（
森
御
殿
）
で
そ
の
支
配
下
に
あ
り
、

本
山
直
轄
の
兼
帯
所
時
代
は
地
頭
代
官
（
役
人
）
が
民
政
を
司
っ
た
。

そ
の
た
め
、「
聖
護
院
文
書
」（
白
川
村
御
代
官
日
記（
３
））

な
ど
が
残
り
、

往
時
の
社
会
や
人
々
の
生
活
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
、

文
政
一
二
（
一
八
二
九
）
年
一
一
月
三
日
に
起
こ
っ
た
大
火
災
で
は
、

焼
失
・
非
焼
失
の
戸
数
・
屋
号
を
は
じ
め
庄
屋
と
村
人
の
行
動
ま
で

記
し
て
あ
る
。
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照高院址（右は京都朝鮮中高級学校）

旧御殿橋の親
柱（元の位置
は現御殿橋の
少し下流に架
かっていた）

船形一文字の
手水鉢（京都
大神宮）

「三品智成親王書　事君不忠
非孝也」碑〔明治 42（1909）
年／近藤親正建立〕

山ノ元町に立つ「照髙院宮
址」碑〔明治 35（1902）年
／近藤親正建立〕

照高院址の石垣

北白川宮墓

聖護院宮墓（丸山の内御廟） 聖護院宮墓（乗願寺山の外御廟）萬世橋に使われた雪輪紋（北白川天神宮）

石部谷の紅葉 下流はナメ滝となって流れる谷が多い

図 2　御領山標石位置図（地理院地図を使用して作成）
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ち
」
で
焼
失
し
た
。
再
興
後
は
照
高
院
・
北
白
川
宮
の
御
霊
所
と

な
っ
て
現
在
に
つ
づ
く
。

　
御
領
山
の
境
界
標
石

　照
高
院
の
寺
領
は
約
一
一
〇
〇
石
（
山
林
＝
二
〇
〇
町
歩
）
と
さ

れ
る
が
、
本
領
之
圖
は
そ
れ
を
表
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
当
時
の

所
領
は
面
積
で
な
い
た
め
、
絵
図
だ
け
で
比
定
す
る
の
は
難
し
い
。

聖
護
院
支
配
下
の
領
地
と
見
る
の
が
妥
当
な
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　宮
家
の
東
京
移
転
〔
明
治
八
（
一
八
七
五
）
年
〕
を
き
っ
か
け
に
、

村
で
は
宮
家
に
意
向
を
伝
え
国
有
地
と
な
っ
た
土
地
を
買
い
戻
し
た
。

そ
の
後
は
北
白
川
天
神
宮
（
旧
称
＝
天
使
大
明
神
）
の
社
叢
と
し
て

引
き
継
が
れ
て
い
る
。

　道
晃
法
親
王
の
天
使
大
明
神
に
対
す
る
信
仰
は
篤
か
っ
た
よ
う
で
、

社
殿
の
修
理
な
ど
に
金
品
の
奉
納
と
寄
付
が
な
さ
れ
た
。
そ
う
し
た

経
緯
か
ら
、
村
人
の
郷
土
に
対
す
る
愛
着
と
高
い
意
識
を
背
景
に
、

宮
家
の
力
添
え
で
見
事
な
自
然
環
境
が
残
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な

い
か
。

　領
域
を
知
る
う
え
で
重
要
な
の
が
御ご

領り
ょ
う

山や
ま

の
標
石
で
あ
る
。
こ

れ
ま
で
の
踏
査
で
、
鹿
ヶ
谷
・
浄
土
寺
・
岡
崎
（
現
＝
粟あ
わ

田た

口ぐ
ち

）
と

の
境
界
で
一
一
基
を
確
認
し
て
い
る
。

慶
応
四
（
明
治
元
＝
一
八
六
八
）
年
に
智さ
と
な
り成
親
王
が
還
俗
し
、
北き
た

白し
ら
か
わ
の川
宮み
や

（
初
代
）
と
し
て
居
住
し
た
こ
と
か
ら
「
北
白
川
の
御
殿
」

と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
所
在
地
は
仕し

伏ぶ
せ

町
１
番
地
で
、
周
辺

に
は
御
殿
へ
仕
え
る
人
々
が
集
ま
り
暮
ら
し
た
の
で
現
行
町
名
に
そ

の
歴
史
を
と
ど
め
る
。

親
王
は
一
七
歳
で
亡
く
な
り
、
兄
の
能よ
し
ひ
さ久
親
王
が
継
い
だ
も
の
の
、

ド
イ
ツ
留
学
の
た
め
こ
こ
で
暮
ら
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
成な
る

久ひ
さ

王
（
三
代
）・
永な
が
ひ
さ久
王
（
四
代
）
が
継
承
し
た
も
の
の
、
そ
れ
ぞ

れ
客
死
し
途
絶
え
て
し
ま
う
。
の
ち
に
堂
宇
は
す
べ
て
取
り
壊
さ

れ
、
伝
承
に
よ
れ
ば
建
物
の
一
部
は
妙
法
院
へ
。
総
門
は
新い
ま

日ひ

え吉
神

宮
（
東
山
区
妙
法
院
前
側
町
）
に
。
船
形
一
文
字
の
手
水
鉢
は
大
雲

院
（
京
都
大
神
宮
＝
寺
町
通
四
条
下
ル
）
に
移
さ
れ
た
と
い
う
。

照
高
院
跡
近
く
に
は
聖
護
院
宮
の
墓
地
が
二
か
所
あ
り
、
乗
じ
ょ
う

願が
ん

寺じ

山
の
外そ
と

御ご

廟び
ょ
うは
道
周
法
親
王
・
道
晃
法
親
王
・
導
尊
法
親
王
・
道ど
う
ゆ
う祐

入
道
親
王
の
墓
石
と
道ど
う
か
ん寛
入
道
親
王
・
興
意
法
親
王
塔
が
立
つ
。
丸

山
の
内う
ち

御ご

廟び
ょ
うに
は
道ど
う

承し
ょ
う

法
親
王
・
万ま

寿す
の
み
や宮
・
嘉よ
し
ひ
と言
親
王
・
増ぞ
う

賞し
ょ
う

入

道
親
王
・
盈え
い
に
ん仁
法
親
王
・
忠
誉
親
王
の
墓
石
が
並
ぶ
。
白
川
の
畔
に

北
白
川
宮
（
智
成
親
王
）
の
廟
も
別
に
あ
る
（
い
ず
れ
も
宮
内
庁
管

理
）。　仕

伏
町
の
三
差
路
（
御
蔭
通
り
正
面
）
に
あ
る
乗
じ
ょ
う

願が
ん
い
ん院
（
浄
土

宗
）
は
、
元
は
延
暦
寺
の
支
坊
だ
っ
た
が
織
田
信
長
の
「
叡
山
焼
討

埋もれていた標石（雨社大神から流れる谷の源流。
現在は方位が逆で設置された）

刻まれた文字が明瞭な標石

大きいタイプの標石

「白川 從是御領山」の標石（小さいタイプ）
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う
で
京
都
と
の
関
係
が
深
い
。

　志
賀
の
山
越
（
山
中
越
）
が
通
る
白
川
の
本
流
筋
に
は
、
道
路

か
ら
近
い
エ
リ
ア
に
屋
号
や
符
号
を
刻
し
た
標
石
〔「〈
安
」「
甚
べ
」

「
セ
（
七
）」
な
ど
〕
が
各
所
で
見
ら
れ
る
。
明
治
時
代
に
払
い
下
げ

ら
れ
た
土
地
を
、
各
家
の
持
ち
山
と
し
て
配
分
し
境
界
に
設
置
し
た

の
で
は
な
い
か
と
推
察
し
て
い
る
。

　採
石
法
な
ど
の
法
律
で
規
制
さ
れ
て
い
た
と
は
い
え
、
昭
和
四
五

（
一
九
七
〇
）
年
に
京
都
市
風
致
地
区
条
例
が
施
行
さ
れ
る
ま
で
、

府
道
三
〇
号
（
下
鴨
大
津
線
）
の
両
側
で
は
山
砂
利
の
採
取
場
が
稼

働
し
て
い
た
。
河
床
の
上
昇
を
抑
え
水
害
の
危
険
を
減
ら
す
と
い
う

理
由
で
、
現
在
は
「
白
川
石
」「
白
川
砂
」
を
含
め
採
石
・
採
土
が

す
べ
て
禁
止
さ
れ
て
い
る
。

　そ
の
た
め
、
山
間
部
す
べ
て
で
地
形
の
改
変
は
難
し
く
、
道
路
沿

い
で
も
山
深
い
区
域
と
同
質
の
樹
林
が
維
持
で
き
る
こ
と
に
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
少
な
く
と
も
絵
図
に
描
か
れ
た
範
囲
は
今
後
も
ほ
ぼ

現
況
と
変
わ
ら
ず
保
護
さ
れ
る
だ
ろ
う
。

　
北
白
川
の
課
題

　白
川
の
左
岸
支
流
で
あ
る
石
部
谷
と
、
京
都
市
水
道
局
北
白
川

貯
水
槽
で
本
流
に
合
流
す
る
谷
（
名
称
不
明
）
の
流
域
に
、「
子
熊

　一
乗
寺
と
接
す
る
北
側
と
比
叡
平
（
大
津
市
）
に
隣
り
合
う
尾
根

筋
で
は
、
今
ま
で
標
石
を
確
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
前
者

は
比
叡
山
延
暦
寺
と
同
じ
宗
派
（
宗
旨
）
で
あ
っ
た
た
め
口
承
の
可

能
性
も
高
く
、後
者
は
住
宅
地
の
開
発
で
失
わ
れ
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

　標
石
の
立
つ
区
間
は
、
園お
ん

城じ
ょ
う

寺じ

（
三み

い井
寺で
ら

＝
大
津
市
）
と
如に
ょ

意い

がヶ
嶽
一
帯
に
堂
舎
の
あ
っ
た
如
意
寺
（
三
井
寺
の
別
院
）・
赤せ
き

龍
り
ゅ
う

社し
ゃ

（
雨
社
大
神
・
雨
神
社
）
領
お
よ
び
入
会
地
が
複
雑
に
入
り
組
む

エ
リ
ア
で
あ
る
。

　そ
の
た
め
、
権
利
（
所
有
）
関
係
を
明
確
に
す
る
区
間
だ
け
設

置
さ
れ
た
と
も
い
え
る
。『
京
き
ょ
う

都と

坊ぼ
う
も
く目
誌し（
４
）』〔
大
正
四
（
一
九
一
五
）

年
〕
に
は
、
雨
神
社
（
岡
崎
神
社
の
境
外
末
社
）
は
「
岡
崎
村
・
粟

田
口
村
・
聖
護
院
の
立
会
山
林
中
に
鎮
座
」
す
る
と
記
し
て
お
り
、

標
石
が
稜
線
で
な
く
北
側
斜
面
に
連
続
す
る
理
由
と
一
致
す
る
。

　ほ
か
に
、
摩
耗
し
て
文
字
が
判
明
し
な
い
同
じ
形
の
標
石
を
１
基

見
つ
け
て
い
る
。
こ
れ
ら
を
図
示（
５
）（
図
２
）
す
る
と
五
九
頁
の
と
お

り
で
、
大
き
さ
と
形
態
に
い
く
つ
か
の
特
徴
が
あ
る
。「
白
川
大
松
」

な
ど
、
絵
図
で
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
地
点
に
は
大
き
な
も
の
が
多
い

印
象
を
受
け
る
。

　壬じ
ん
し
ん申
の
乱
の
残
兵
が
隠
れ
住
ん
だ
と
い
う
山や
ま
な
か中
村
（
大
津
市
）
は

図
中
に
描
か
れ
て
い
る
も
の
の
、
江
戸
時
代
は
近
江
国
滋
賀
郡
に
属

し
て
い
た
。
た
だ
し
、
二
条
家
の
所
領
（
一
八
〇
石
余
）
だ
っ
た
よ

山
」「
出
逢
坂
」「
幻
の
滝
」
な
ど
の
標
識
が
つ
け
ら
れ
、
近
年
は 

“
Google M

aps” 

な
ど
で
位
置
が
特
定
で
き
る
地
名
と
し
て
一
般

に
広
が
っ
て
い
る
。
知
っ
て
使
う
分
に
は
差
し
支
え
な
い
が
、
歴
史

的
な
地
名
を
さ
し
お
い
て
公
称
と
し
て
流
布
す
る
の
は
問
題
だ
。

　た
だ
、
こ
れ
ら
の
呼
称
の
一
部
は
「
昭
和
の
ハ
イ
キ
ン
グ
ブ
ー

ム（
６
）」

の
時
代
に
使
わ
れ
た
よ
う
で
、
少
な
く
て
も
数
十
年
は
語
り
継

が
れ
て
き
た
ら
し
い
。
こ
の
よ
う
な
経
緯
を
考
え
る
と
、
一
刻
も
早

く
絵
図
に
記
さ
れ
た
地
名
と
現
行
地
名
を
検
証
・
照
合
し
、
地
域
と

京
都
の
財
産
と
し
て
生
か
さ
れ
る
よ
う
強
く
願
う
。

　北
白
川
に
あ
る
御
領
山
は
特
定
の
峰
を
示
す
名
称
で
は
な
い
。
本

領
之
圖
に
描
か
れ
て
い
る
範
囲
と
重
な
る
地
名
で
あ
る
。
本
来
の
意

味
は
幕
府
直
轄
の
土
地
の
こ
と
で
、
広
大
な
樹
林
か
ら
森
御
殿
と
呼

ば
れ
た
聖
護
院
の
山
域
を
表
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　明
治
時
代
の
住
民
ら
が
、
自
ら
の
誇
り
と
将
来
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
具
現
化
し
た
も
の
と
し
て
と
ら
え
れ
ば
、
い
ま
私
た
ち
に
課
せ
ら

れ
た
責
務
は
、
地
名
の
特
定
と
範
囲
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
だ
ろ
う
。

『
北
白
川
愛
郷
会
』
で
も
、
ぜ
ひ
取
り
組
ん
で
ほ
し
い
テ
ー
マ
で
あ

り
、
調
査
・
研
究
が
深
ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。

　関
心
を
持
つ
者
の
一
人
と
し
て
、
地
名
の
発
掘
や
聞
き
取
り
を
も

と
に
、
北
白
川
の
す
ば
ら
し
さ
や
埋
も
れ
て
い
る
要
素
が
、
な
ん
ら

か
の
成
果
と
し
て
ま
と
ま
り
発
信
で
き
た
ら
と
思
う
。

﹇
引
用
文
献
・
資
料
﹈

（
１
）

　『
愛
郷

　創
立
50
周
年
記
念
特
集
号
』
第
四
十
六
号
、
北
白
川
愛
郷
会

　
　

平
成
18
年

（
２
）

　『
旧
京
都
府
愛
宕
郡
村
志
』

　旧
京
都
府
愛
宕
郡
役
所

　一
九
一
一
年
、

　
　
　
　

（
復
刻
版
『
洛
北
誌
』

　大
学
堂
書
店

　一
九
七
〇
年
）

（
３
）

　「文
政
十
二
年
門
跡
寺
領
大
火
の
一
考
察
」、
内
田
祥
三

　北
白
川
郷
土
史

研
究
会

（
４
）

　『京
都
坊
目
誌
』

　碓
井
小
三
郎

　一
九
一
五
年
、（
新
修
京
都
叢
書
第
19

巻

　臨
川
書
店

　一
九
九
五
年
）

（
５
）

　「
地
理
院
地
図
（1

：25,000

＝
国
土
地
理
院
）」
を
背
景
に
使
用
し

　
　
　
　
　

G
P
S
で
特
定
し
た
地
点
と
説
明
を
追
記

（
６
）
　「き
ょ
う
の
ま
な
ざ
し
」〔「
子
熊
山
か
ら
大
文
字
山
・
深
禅
院
跡
（
如
意
寺
）

へ
追
記
・
檜
尾
古
寺
」〕

　
　
　

https://w
w
w
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